現状変更行為許可申請について
○東近江市五個荘金堂伝統的建造物群保存地区内では、下記の行為についてあらかじめ市長の許可が必要です。（様式１号）
　①建物の新築・増築・改築・移転・または除却。
　②建物の修繕・模様替え・色彩の変更で外観が変更になるもの。
　③宅地の造成・その他の土地の形質の変更。
　④木竹の伐採・土石類の採取・水面の埋め立てまたは干拓。
　　※東近江市伝統的建造物群保存条例第４条
※提出部数２部
○申請にあたっては、許可基準に従って計画を立ててください。
○許可基準は、歴史的景観を守り育てるための最低限の取り決めです。
（注意）集落空間構成の特徴をふまえて、県道佐生五個荘線の東西では異なる許可基準を設けています。
○許可基準
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○変更行為（工事）終了後または、中止した場合は現状変更行為の完了・中止通知書を提出してください。（様式４号）
※東近江市伝統的建造物群保存条例施行規則第４条
※提出部数２部
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